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ス ケル トン方 式 に於 け る室 内意 匠計 画
セ ンテ ナ リオ402
谷本尚子/京都工芸繊維大学非常勤講師
1.は じめ に
近年,建 物の計画段階か ら住 人が参加 でき,
間取 りを 自由に計画でき るコーポラテ ィヴ ・
マ ンシ ョンが注 目されている。 今回手がけた
セ ンテ ナ リオ402のイ ンテ リア ・デザ イ ンも
この種 のマ ンシ ョンの一 室であ る。 こうした
マ ンシ ョンの購入者の多 くは,生 活機能 やモ
ノに対す る自分 の好みがは っき りしてお り,
日常生活 において も自己表現に関す る体験 を
重視す る傾 向が あるように思われ る。 従 って
今 回の課題 は,個 別のモ ノに対す る関心に向
け られ る自己表現か ら,空 間に対す る漠然 と
したイメー ジを具体化 し,住 空聞全体 として
の方針 を共 同で作 りあげてい くとい うことに
な るだろ う。発表者が関わ ったの は,基 本プ










①,②)。(設 計,株 式会社ヘ キサ。施工,公
正建設。)
2.制 作の概 要
入居者 は60代後半の夫婦 であ り間 もな く定
年を迎え るが,現 在は二 人 とも職業 を持 ち,
夫 は油彩画,妻 はサ ン ドブラス トと書道 を趣
味 と して いる。今回の施主 の希望 は,老 後を
考慮 して無駄なモ ノを処分 し,シ ンプル な生
活 を した いということであ った。機能性 につ
いて は経験値 も高 く,生 活様式 としては近代
的な ものを求 めた。また明 るく開放 的な空間
へ の憧れが あ り,同 時 に日常的には個別 の生
活様式が あるので個室の要求 もあ った。
購入 区画が決定 した時点か ら要望 を聞いて
ラフプラ ンを提 出 した。 この時点で共同空間
を重視 した計画 にす る方針が決定 し,キ ッチ
ン,ダ イニ ング,リ ビングと和室を ワンルー
ム として も使えるようにす ることを提案 した
(図2)。このLDK+和 室空間 のポイン トは,
南 と東に広 がる大 開口部 と,洋 風の リビ ング
と和室 との新 しい融合 であ る(図3)。 床の
間以外の壁には香色 に近 い珪藻土を用 い,床
は桧の無垢材を用いる等,主 に和風 の材料 を
用いて いるが,デ ザイ ン自体 は出来 るだけモ
ダンな印象を心がけた。
この 後 の 作 業 の 多 くは,CADソ フ ト
「VectorWorks」で立体化 し,施 主 に対 する
プ レゼ ンを行 ってい くとい うものである。一
般人 にとって平面図を読 み とってい くのはそ
れ ほど容易で はない。 実際3D化 す る ことで,
扉や梁,モ ノの位置関係な どが理解 でき,施
主 も空間の イメー ジが明確にな ってい ったよ
うで ある。 また素材感の再現性 としては ソフ
トの限界を感 じるが,色 彩計画について はこ
の シ ミュレー ションが効果的であ った ように
思 う。
3.和 室に於 ける色彩表現
この住居 で最 も印象的なのは,床 の間の壁
の色である。初期の段階では円窓な どのア イ
デア もあ ったが,中 央の床柱 と小 さなびわ棚
だけの踏込 み床 で,壁 だ けで見せ るという方
針 を とった(図4)。 壁 の色 はDIC日 本 の伝
統色 の深緋色(こ きひ)を 指定 したが,実 際
には色 見本 よ りも明度彩度の高い色を用いた。
緋 とい う文字 は 目の さめ るような鮮やかな感
じを与 える糸や布 の色を指す。深緋色 は緋色
(Scarlet)よりも明度が低 いが,濃 い色 で あ
り,住 空 間の中で大 きな割合を 占め ると煩わ
しいか もしれない。 しか し 「充血 した 目の色
を壁掛けの色 にす るとすば らしい効 果を生む」
こ ともあるlb
4.お わ りに
今回の基本設計 は非常 にオー ソ ドックスな
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